
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の撮影された画像データを格納する格納手段と、
　前記格納手段から読み出してインデックス画像表示した前記画像データからユーザによ
る特定の画像データの選択を受け付ける画像選択手段と、
　前記画像選択手段によって選択された前記特定の画像データに該画像データと関連を有
する他の画像データが存在する場合には、前記特定の画像データと前記関連を有する画像
データの合計枚数に応じて画像表示予定領域を縦方向もしくは横方向の短冊形状に分割し
、前記短冊形状に合わせて抽出された前記特定の画像データと前記関連を有する画像デー
タとの対応する特定領域を並べて拡大表示する表示手段とを有することを特徴とする画像
表示装置。
【請求項２】
　前記関連を有する画像データは、連続して撮影された一連の画像データであることを特
徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記関連を有する画像データは、露出を変化させて連続して撮影された一連の画像デー
タであることを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記関連を有する画像データは、撮影時に設定されるモードフラグを有する画像データ
であることを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
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【請求項５】
　複数の撮影された画像データを格納する格納手段を有する画像表示装置による画像処理
方法であって、
　前記格納手段から読み出してインデックス画像表示した前記画像データからユーザによ
る特定の画像データの選択を受け付ける画像選択ステップと、
　前記画像選択ステップによって選択された前記特定の画像データに該画像データと関連
を有する他の画像データが存在する場合には、前記特定の画像データと前記関連を有する
画像データの合計枚数に応じて画像表示予定領域を縦方向もしくは横方向の短冊形状に分
割し、前記短冊形状に合わせて抽出された前記特定の画像データと前記関連を有する画像
データとの対応する特定領域を並べて拡大表示する表示ステップとを含むことを特徴とす
る画像処理方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の画像処理方法をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、撮像手段により撮像された画像データをモニタ画像として表示することが可
能な画像表示装置、画像処理方法及びプログラムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、レンズを通して撮影された画像をＣＣＤ等のイメージセンサで撮像し、この撮像し
た画像を一時的にメモリに蓄え、撮影後にメモリから画像データを読み出しモニタ画面に
表示する画像表示装置や画像表示装置を備えたデジタルカメラが提案されている。
【０００３】
このような従来の画像表示装置においては、各コマの画像を所定の画像サイズに縮小する
とともに所定のパターンで配列し、予め設定された所定枚数を表示するマルチ画像表示機
能を有するものもある。上記マルチ画像に表示されるものとして特開平１１－２３１４１
０号公報では、被写体の露出レベルやボケ具合を液晶モニタにて確認できるカメラが開示
されている。
【０００４】
さらに、特許３０７３３６３号では、マルチ画面用メモリを持ち、画面の拡大、移動を可
能としたマルチ画面表示システムが開示されている。また特開２０００－１２５１８５号
公報では、オートブラケット撮影（ＡＥＢ撮影）による画像をＬＣＤで容易に比較するよ
うに同一画面に露出順に表示し、且つ、画像の消去選択のできるカメラが開示されている
。
【０００５】
オートブラケット撮影とは露出ずらしの撮影技術であり、例えば、フイルム１コマ目に適
正露出のＴｖ値とＡｖ値（そのときのカメラ露出演算結果）で撮影し、２コマ目に１段オ
ーバー露出に相当するＴｖ値とＡｖ値で撮影し、３コマ目に１段アンダー露出に相当する
Ｔｖ値とＡｖ値で撮影する、といった露出シフト撮影をカメラが自動的に行う方法であり
、同一シーンにて自動的に露出補正したものを連続撮影するので、撮影後の数枚の写真（
画像）の中から撮影者は意図にあった露出で撮られた写真（画像）を選択できる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の画像表示装置におけるマルチ画像表示機能では、モニタする画面サ
イズに応じてマルチ画像表示の形態（表示画像数や縮小サイズ等）が予め決まっており、
上記オートブラケット撮影などの画像表示の場合では３～５コマの画像を同一画面に表示
させねばならず、近年のコンパクト化による表示面積の極小化も重なって、オートブラケ
ット撮影や多重撮影などの連続シーン撮影枚数（確認画像）が多くなるほど一コマ毎の画
像サイズは小さくなっていた。
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【０００７】
図１９にＡＥＢモードにより撮影された確認画像の従来例となるイメージ図を示す。図１
９（ａ）はモニタ表示面積に合わせた画像データにて表示された画像であり、中央部に人
物被写体がいる場合を想定している。ＡＥＢ撮影モードでは（ａ）の被写体画像の露出を
変化させ撮影するので、図１９（ｂ）のようにＡＥＢ確認画像は表示され、それぞれ、Ａ
ＥＢ撮影にて適正と判断された露出で撮影された画像（±０）、１段オーバーにＡＥＢ設
定された露出で撮影された画像（＋１Ｆ）、１段アンダーにＡＥＢ設定された露出で撮影
された画像（－１Ｆ）、と表示される。
【０００８】
図１９（ｂ）の画像はインデックス画像と同じ画像データにより再生されたものであり、
モニタサイズに合わせて複数の画像を表示させる場合、得られた画素データを間引いて画
像再生しているので、撮影後の露出確認のための画像表示であるのに視認性に欠けた表示
であり、露出の詳細比較を目的とする並べて見る比較画像としての役割が果たされていな
い結果となっていた。
【０００９】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、並べて表示する画像データを間引
くことなく細部まで再生可能とすることにある。
【００１０】
【課題を解決するため手段】
　本発明の画像表示装置は、複数の撮影された画像データを格納する格納手段と、前記格
納手段から読み出してインデックス画像表示した前記画像データからユーザによる特定の
画像データの選択を受け付ける画像選択手段と、前記画像選択手段によって選択された前
記特定の画像データに該画像データと関連を有する他の画像データが存在する場合には、
前記特定の画像データと前記関連を有する画像データの合計枚数に応じて画像表示予定領
域を縦方向もしくは横方向の短冊形状に分割し、前記短冊形状に合わせて抽出された前記
特定の画像データと前記関連を有する画像データとの対応する特定領域を並べて拡大表示
する表示手段とを有することを特徴とする。
【００１１】
　本発明の画像処理方法は、複数の撮影された画像データを格納する格納手段を有する画
像表示装置による画像処理方法であって、前記格納手段から読み出してインデックス画像
表示した前記画像データからユーザによる特定の画像データの選択を受け付ける画像選択
ステップと、前記画像選択ステップによって選択された前記特定の画像データに該画像デ
ータと関連を有する他の画像データが存在する場合には、前記特定の画像データと前記関
連を有する画像データの合計枚数に応じて画像表示予定領域を縦方向もしくは横方向の短
冊形状に分割し、前記短冊形状に合わせて抽出された前記特定の画像データと前記関連を
有する画像データとの対応する特定領域を並べて拡大表示する表示ステップとを含むこと
を特徴とする。
【００１２】
　本発明のプログラムは、前記画像処理方法をコンピュータに実行させることを特徴とす
る。
【００１３】
　本発明のコンピュータ読み取り可能な記録媒体は、前記プログラムを記録したことを特
徴とする。
【００３０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態を添付図面を参照しながら詳細に説明する。
【００３１】
図１は、本発明の一実施形態における画像表示装置の構成を示す図であり、図中１００の
部分が画像処理手段を有するカメラの構成である。１０は撮影レンズ、１２は絞り機能を
備えるシャッタ、１４は光学像を電気信号に変換する例えばＣＣＤ等の撮像素子、１６は
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撮像素子１４のアナログ信号出力をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器である。
【００３２】
１８は撮像素子１４や、Ａ／Ｄ変換器１６や、Ｄ／Ａ変換器２６にクロック信号や制御信
号を供給するタイミング発生回路であり、メモリ制御回路２２及びシステム制御回路５０
により制御される。
【００３３】
２０は画像処理回路であり、Ａ／Ｄ変換器１６からのデータ或いはメモリ制御回路２２か
らのデータに対して所定の画素補間処理や色変換処理を行う。また、画像処理回路２０に
おいては、撮像した画像データを用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基づ
いてシステム制御回路５０が露光制御手段４０や、測距制御手段４２に対して制御を行う
、ＴＴＬ（スルー・ザ・レンズ）方式のＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出
）処理、ＥＦ（フラッシュ発光）処理を行っている。尚、本実施形態に係る露出ずらしの
露光制御は、システム制御回路５０内の格納されたプログラムにより駆動される。
【００３４】
さらに、画像処理回路２０においては、撮像した画像データを用いて所定の演算処理を行
い、得られた演算結果に基づいてＴＴＬ方式のＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理も
行っている。２２はメモリ制御回路であり、Ａ／Ｄ変換器１６、タイミング発生回路１８
、画像処理回路２０、画像表示メモリ２４、Ｄ／Ａ変換器２６、画像データメモリ３０、
画像ファイル生成部３２を制御する。
【００３５】
Ａ／Ｄ変換器１６のデータが画像処理回路２０、メモリ制御回路２２を介して、或いはＡ
／Ｄ変換器１６のデータが直接メモリ制御回路２２を介して、画像表示メモリ２４或いは
画像データメモリ３０に書き込まれる。２４は画像表示メモリ、２６はＤ／Ａ変換器、２
８はＴＦＴ型ＬＣＤ等から成る画像表示部であり、画像表示メモリ２４に書き込まれた表
示用の画像データはＤ／Ａ変換器２６を介して画像表示部２８により表示される。
【００３６】
画像表示部２８はカメラ背面に設置され、撮像後の画像確認やシステム制御回路５０との
通信によりさまざまな情報告知としても表示されるが、画像表示部２８を用いて撮像した
画像データを逐次表示すれば電子ファインダ機能を持った画像モニタを実現することも可
能である。
【００３７】
３０は撮影した静止画像や動画像を格納するためのメモリであり、所定枚数の静止画像や
所定時間の動画像を格納するのに十分な記憶量を備えている。これにより、複数枚の静止
画像を連続して撮影する連射撮影やパノラマ撮影の場合にも、高速かつ大量の画像書き込
みを画像データメモリ３０に対して行うことが可能となる。また、画像データメモリ３０
はシステム制御回路５０の作業領域としても使用することが可能である。
【００３８】
３２は画像データを圧縮伸長しファイル化する画像ファイル生成部であり、画像データメ
モリ３０に格納された画像を読み込んで圧縮処理或いは伸長処理を行い、処理を終えたデ
ータを画像データメモリ３０に書き込む。画像ファイル生成部３２は、画像データメモリ
３０に格納されたＲ、Ｇ、Ｂの画像データを輝度信号Ｙおよび色差信号ＣからなるＹＣデ
ータに変換して、これをたとえば、ＪＰＥＧ (Joint Photographic Coding Experts Group
)形式にて圧縮した画像ファイルを生成する。
【００３９】
具体的には、例えば画像データメモリ３０からの９ MBの画像データは、ＹＣ変換およびＤ
ＣＴ（ Discrete cosine transform－離散コサイン変換）、ＡＤＣＴ（ Adjust Discrete c
osine transform－適応離散コサイン変換）等によって約２．２５ MBのデータに圧縮され
、さらにハフマン符号などにて符号化されて約２３０ kBのデータファイルとして形成され
る。
【００４０】
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画像データメモリ３０に書き込まれた圧縮されたデータを読み出し画像表示部２８に画像
を出力することでサムネイル (thumbnail)画像となり、さらに連続して読み出し画像表示
部２８に並べて表示することでインデックス画像（マルチ画像）としてモニタすることが
できる。
【００４１】
４０は絞り機能を備えるシャッタ１２を制御する露光制御手段であり、フラッシュ４８と
連携することによりフラッシュ調光機能も有するものである。４２は撮影レンズ１０のフ
ォーカシングを制御する測距制御手段であり、複数の測距点から選択された測距を行い、
レンズを駆動する。４８はフラッシュであり、ＡＦ補助光の投光機能、フラッシュ調光機
能も有する。
【００４２】
露光制御手段４０、測距制御手段４２はＴＴＬ方式を用いて制御されており、撮像した画
像データを画像処理回路２０によって演算した演算結果に基づき、システム制御回路５０
が露光制御手段４０、測距制御手段４２に対して制御を行う。５０は画像表示装置１００
全体を制御するシステム制御回路であり、内部にＲＯＭ、ＲＡＭ、Ａ／ＤコンバータやＤ
／Ａコンバータを有するマイクロコンピュータ、５２はシステム制御回路５０の動作用の
定数、変数、プログラム等を記憶する外部メモリである。
【００４３】
５４はシステム制御回路５０のプログラムの実行に応じて、文字、画像、音声等を用いて
動作状態やメッセージ等を表示する液晶表示装置、スピーカ等の表示部であり、画像表示
装置１００の操作部近辺の視認し易い位置に単数或いは複数個所設置され、例えばＬＣＤ
やＬＥＤ、発音素子等の組み合わせにより構成されている。また、表示部５４は、その一
部の機能が光学ファインダ１０４内に設置されている。
【００４４】
表示部５４の表示内容のうち、ＬＣＤ等に表示するものとしては、シングルショット /連
写撮影表示、セルフタイマ表示、圧縮率表示、記録画素数表示、記録枚数表示、残撮影可
能枚数表示、シャッタスピード表示、絞り値表示、露出補正表示、フラッシュ表示、赤目
緩和表示、マクロ撮影表示、ブザー設定表示、時計用電池残量表示、電池残量表示、エラ
ー表示、複数桁の数字による情報表示、記録媒体２００及び２０の着脱状態表示、通信Ｉ
／Ｆ動作表示、日付表示・時刻表示、等がある。本実施形態に係るＡＥＢ撮影の設定表示
や多重撮影設定表示もここで行われる。
【００４５】
また、表示部５４の表示内容のうち一部の情報を画像表示部２８にも表示することを可能
としている。光学ファインダ１０４内に表示するものとしては、合焦表示、手振れ警告表
示、フラッシュ充電表示、シャッタスピード表示、絞り値表示、露出補正表示、等がある
。５６は電気的に消去・記録可能な不揮発性メモリであり、例えばＥＥＰＲＯＭ等が用い
られる。
【００４６】
６０、６２、６４、６６、６８及び７０は、システム制御回路５０の各種の動作指示を入
力するための操作手段であり、スイッチやダイアル、タッチパネル、視線検知によるポイ
ンティング、音声認識装置等の単数或いは複数の組み合わせで構成される。
【００４７】
６０はモードダイアルスイッチで、電源オフ、自動撮影モード、撮影モード、パノラマ撮
影モード、再生モード、マルチ画面再生・消去モード、ＰＣ接続モード等の各機能モード
を切り替え設定することができ、本願に関わるＡＥＢモードや多重モードの設定もこのモ
ードダイアルスイッチで行う。
【００４８】
６２はシャッタスイッチＳＷ１で、不図示のシャッタボタンの操作途中でＯＮとなり、Ａ
Ｆ処理、ＡＥ処理、ＡＷＢ処理、ＥＦ処理等の動作開始を指示する。６４はシャッタスイ
ッチＳＷ２で、不図示のシャッタボタンの操作完了でＯＮとなり、撮像素子１４から読み
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出した信号をＡ／Ｄ変換器１６、メモリ制御回路２２を介して画像データメモリ３０に画
像データを書き込む露光処理、画像処理回路２０やメモリ制御回路２２での演算を用いた
撮像処理、画像データメモリ３０から画像データを読み出し、画像ファイル生成部３２で
圧縮を行い、記録媒体２００或いは２１０に画像データを書き込む記録処理という一連の
処理の動作開始を指示する。
【００４９】
６６は画像表示ＯＮ／ＯＦＦスイッチで、画像表示部２８のＯＮ／ＯＦＦを設定すること
が出来る。６８はクイックレビューＯＮ／ＯＦＦスイッチで、撮影直後に撮影した画像デ
ータを自動再生するクイックレビュー機能を設定することができ、マルチ画像の形態の切
り替えもこのスイッチで行える。
【００５０】
７０は各種ボタンやタッチパネル等からなる操作部で、メニューボタン、セットボタン、
マクロボタン、マルチ画面再生改ページボタン、フラッシュ設定ボタン、単写／連写／セ
ルフタイマ切り替えボタン、メニュー移動＋（プラス）ボタン、メニュー移動－（マイナ
ス）ボタン、再生画像移動＋（プラス）ボタン、再生画像－（マイナス）ボタン、撮影画
質選択ボタン、露出補正ボタン、日付 /時間設定ボタン等がある。
【００５１】
８０は電源制御手段で、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロックを切り
替えるスイッチ回路等により構成されており、電池の装着の有無、電池の種類、電池残量
の検出を行い、検出結果及びシステム制御回路５０の指示に基づいてＤＣ－ＤＣコンバー
タを制御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体を含む各部へ供給する。
【００５２】
８２と８４は電源接続用コネクタ、８６はアルカリ電池やリチウム電池等の一次電池やＮ
ｉＣｄ電池やＮｉＭＨ電池、Ｌｉ電池等の二次電池、ＡＣアダプタ等からなる電源手段で
ある。９０及び９４はメモリカードやハードディスク等の記録媒体とのインタフェース、
９２及び９６はメモリカードやハードディスク等の記録媒体と接続を行うコネクタ、９８
はコネクタ９２及び或いは９６に記録媒体２００或いは２１０が装着されているか否かを
検知する記録媒体着脱検知手段である。
【００５３】
なお、本実施形態では記録媒体を取り付けるインタフェース及びコネクタを２系統持つも
のとして説明している。もちろん、記録媒体を取り付けるインタフェース及びコネクタは
、単数或いは複数、いずれの系統数を備える構成としても構わない。また、異なる規格の
インタフェース及びコネクタを組み合わせて備える構成としても構わない。インタフェー
ス及びコネクタとしては、外部記録媒体であるＰＣＭＣＩＡカードやＣＦ（コンパクトフ
ラッシュ（Ｒ））カード等の規格に準拠したものを用いて構成して構わない。
【００５４】
さらに、インタフェース９０及び９４、そしてコネクタ９２及び９６をＰＣＭＣＩＡカー
ドやＣＦカード等の規格に準拠したものを用いて構成した場合、ＬＡＮカードやモデムカ
ード、ＵＳＢカード、ＩＥＥＥ１３９４カード、Ｐ１２８４カード、ＳＣＳＩカード、Ｐ
ＨＳ等の通信カード、等の各種通信カードを接続することにより、他のコンピュータやプ
リンタ等の周辺機器との間で画像データや画像データに付属した管理情報を転送し合うこ
とが出来る。
【００５５】
１０４は光学ファインダであり、画像表示部２８による画像モニタ機能を使用すること無
しに、光学ファインダのみを用いて撮影を行うことが可能である。また、光学ファインダ
104内には、表示部５４の一部の機能、例えば、合焦表示、手振れ警告表示、フラッシュ
充電表示、シャッタスピード表示、絞り値表示、露出補正表示などが設置されている。
【００５６】
１１０は通信手段で、ＲＳ２３２ＣやＵＳＢ、ＩＥＥＥ１３９４、Ｐ１２８４、ＳＣＳＩ
、モデム、ＬＡＮ、無線通信、等の各種通信機能を有する。１１２は通信手段１１０によ
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り画像表示装置１００を他の機器と接続するコネクタ或いは無線通信の場合はアンテナで
ある。２００はメモリカードやハードディスク等の記録媒体である。
【００５７】
記録媒体２００は、半導体メモリや磁気ディスク等から構成される記録部２０２、画像表
示装置１００とのインタフェース２０４、画像表示装置１００と接続を行うコネクタ２０
６を備えている。２１０はメモリカードやハードディスク等の記録媒体である。記録媒体
２１０は、半導体メモリや磁気ディスク等から構成される記録部２１２、画像表示装置１
００とのインタフェース２１４、画像表示装置１００と接続を行うコネクタ２１６を備え
ている。
【００５８】
次に、図２、図３、図４、図５、図６を用い、第１の実施形態における一連の動作の基本
シーケンス、撮影シーケンスについて説明する。図２及び図３は本実施形態に係る画像表
示装置１００の主ルーチンのフローチャートを示す。図２及び図３を用いて、画像表示装
置１００の動作を説明する。
【００５９】
図２より、電池交換等の電源投入により、システム制御回路５０はフラグや制御変数等を
初期化し（Ｓ１０１）、画像表示部 28の画像表示をＯＦＦ状態に初期設定する（Ｓ１０２
）。システム制御回路５０は、モードダイアル６０の設定位置を判断し（Ｓ１０３）、モ
ードダイアル６０が電源ＯＦＦに設定されていたならば、各表示部の表示を終了状態に変
更し（Ｓ１０５）、フラグや制御変数等を含む必要なパラメータや設定値、設定モードを
不揮発性メモリ５６に記録し、電源制御手段８０により画像表示部２８を含む画像表示装
置１００各部の不要な電源を遮断する等の所定の終了処理を行った後、Ｓ１０３に戻る。
【００６０】
モードダイアル６０が撮影モードに設定されていたならば（Ｓ１０３）、Ｓ１０６に進む
。Ｓ１０３にて、ＡＥＢモード、多重モードの選択がされていればシステム制御回路５０
は各モードに応じたプログラムを実行し、メモリ５６に設定モードを記録する。
【００６１】
モードダイアル６０がその他のモードに設定されていたならば（Ｓ１０３）、システム制
御回路 50は選択されたモードに応じた処理を実行し（Ｓ１０４）、処理を終えたならばＳ
１０３に戻る。Ｓ１０４のその他のモードとしての一例では後述する画像確認モードがあ
り、撮影済みの画像確認のためのインデックス画像表示や取得した画像の修正、加工、フ
ァイル化などを行う。
【００６２】
システム制御回路５０は、電源制御手段８０により電池等により構成される電源８６の残
容量や動作情況が画像表示装置１００の動作に問題があるか否かを判断し（Ｓ１０６）、
問題があるならば表示部５４を用いて画像や音声により所定の警告表示を行った後に（Ｓ
１０８）、Ｓ１０３に戻る。
【００６３】
電源８６に問題が無いならば（Ｓ１０６）、システム制御回路５０は記録媒体２００或い
は２１０の動作状態が画像表示装置１００の動作、特に記録媒体に対する画像データの記
録再生動作に問題があるか否かを判断し（Ｓ１０７）、問題があるならば表示部５４を用
いて画像や音声により所定の警告表示を行った後に（Ｓ１０８）、Ｓ１０３に戻る。
【００６４】
記録媒体２００或いは２１０の動作状態に問題が無いならば（Ｓ１０７）、表示部５４を
用いて画像や音声により画像表示装置１００の各種設定状態の告知を行う（Ｓ１０９）。
なお、画像表示部２８の画像表示がＯＮであったならば、画像表示部２８も用いて画像や
音声により画像表示装置１００の各種設定状態の告知を行う。
【００６５】
システム制御回路５０は、クイックレビューＯＮ／ＯＦＦスイッチ６８の設定状態を調べ
（Ｓ１１０）、クイックレビューＯＮに設定されていたならばクイックレビューフラグを
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設定し、（Ｓ１１１）、クイックレビューＯＦＦに設定されていたならばクイックレビュ
ーフラグを解除する（Ｓ１１２）。なお、クイックレビューフラグの状態は、システム制
御回路５０の内部メモリ或いはメモリ５２に記憶する。
【００６６】
続いて、システム制御回路５０は、画像表示ＯＮ／ＯＦＦスイッチ６６の設定状態を調べ
（Ｓ１１３）、画像表示ＯＮに設定されていたならば、画像表示フラグを設定すると共に
（Ｓ１１４）、画像表示部２８の画像表示をＯＮ状態に設定し（Ｓ１１５）、さらに撮像
した画像データを逐次表示するスルー表示状態に設定して（Ｓ１１６）、Ｓ１１９に進む
。
【００６７】
スルー表示状態に於いては、撮像素子１４、Ａ／Ｄ変換器１６、画像処理回路２０、メモ
リ制御回路２２を介して、画像表示メモリ２４に逐次書き込まれたデータを、メモリ制御
回路２２、Ｄ／Ａ変換器２６を介して画像表示部２８により逐次表示することにより、画
像モニタ機能を実現している。
【００６８】
画像表示ＯＮ／ＯＦＦスイッチ６６が画像表示ＯＦＦに設定されていたならば（Ｓ１１３
）、画像表示フラグを解除すると共に（Ｓ１１７）、画像表示部２８の画像表示をＯＦＦ
状態に設定して（Ｓ１１８）、Ｓ１１９に進む。
【００６９】
画像表示ＯＦＦの場合は、画像表示部２８による画像モニタ機能を使用せず、光学ファイ
ンダ１０４を用いて撮影を行う。この場合、電力消費量の大きい画像表示部２８やＤ／Ａ
変換器２６等の消費電力を削減することが可能となる。なお、画像表示フラグの状態は、
システム制御回路５０の内部メモリ或いはメモリ 52に記憶する。
【００７０】
図３より、シャッタスイッチＳＷ１が押されていないならば（Ｓ１１９）、Ｓ１０３に戻
る。シャッタスイッチＳＷ１が押されたならば（Ｓ１１９）、システム制御回路５０はシ
ステム制御回路５０の内部メモリ或いはメモリ５２に記憶される画像表示フラグの状態を
判断し（Ｓ１２０）、画像表示フラグが設定されていたならば画像表示部２８の表示状態
をフリーズ表示状態に設定して（Ｓ１２１）、Ｓ１２２に進む。
【００７１】
フリーズ表示状態に於いては、撮像素子１４、Ａ／Ｄ変換器１６、画像処理回路２０、メ
モリ制御回路２２を介した画像表示メモリ２４の画像データ書き換えを禁止し、最後に書
き込まれた画像データを、メモリ制御回路２２、Ｄ／Ａ変換器２６を介して画像表示部２
８により表示することにより、フリーズした映像を画像モニタパネルに表示している。
【００７２】
画像表示フラグが解除されていたならば（Ｓ１２０）、Ｓ１２２に進む。システム制御回
路５０は、測距処理を行って撮影レンズ１０の焦点を被写体に合わせ、測光処理を行って
絞り値及びシャッタ時間を決定する（Ｓ１２２）。測光処理に於いて、必要であればフラ
ッシュの設定も行う。この測距・測光処理Ｓ１２２の詳細は図４を用いて後述する。
【００７３】
測距・測光処理Ｓ１２２を終えたならば、システム制御回路５０はシステム制御回路５０
の内部メモリ或いはメモリ５２に記憶される画像表示フラグの状態を判断し（Ｓ１２３）
、画像表示フラグが設定されていたならば画像表示部２８の表示状態をスルー表示状態に
設定して（Ｓ１２４）、Ｓ１２５に進む。なお、Ｓ１２４でのスルー表示状態は、Ｓ１１
６でのスルー状態と同じ動作状態である。
【００７４】
次に、シャッタスイッチＳＷ２が押されずに（Ｓ１２５）、さらにシャッタスイッチＳＷ
１も解除されたならば（Ｓ１２６）、Ｓ１０３に戻る。シャッタスイッチＳＷ２が押され
たならば（Ｓ１２５）、システム制御回路５０はシステム制御回路５０の内部メモリ或い
はメモリ５２に記憶される画像表示フラグの状態を判断し（Ｓ１２７）、画像表示フラグ
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が設定されていたならば画像表示部２８の表示状態を固定色表示状態に設定して（Ｓ１２
８）、Ｓ１２９に進む。
【００７５】
固定色表示状態に於いては、撮像素子１４、Ａ／Ｄ変換器１６、画像処理回路２０、メモ
リ制御回路２２を介して画像表示メモリ２４に書き込まれた撮影画像データの代わりに、
差し替えた固定色の画像データを、メモリ制御回路２２、Ｄ／Ａ変換器２６を介して画像
表示部２８により表示することにより、固定色の映像を画像モニタパネルに表示している
。
【００７６】
画像表示フラグが解除されていたならば（Ｓ１２７）、Ｓ１２９に進む。システム制御回
路５０は、撮像素子１４、Ａ／Ｄ変換器１６、画像処理回路２０、メモリ制御回路２２を
介して、或いはＡ／Ｄ変換器１６から直接メモリ制御回路２２を介して、画像データメモ
リ３０に撮影した画像データを書き込む露光処理、及び、メモリ制御回路２２そして必要
に応じて画像処理回路２０を用いて、画像データメモリ３０に書き込まれた画像データを
読み出して各種処理を行う現像処理からなる撮影処理を実行する（Ｓ１２９）。この撮影
処理Ｓ１２９の詳細は図５を用いて後述する。
【００７７】
次に、Ｓ１３０では、システム制御回路５０の内部メモリ或いはメモリ５２に記憶される
画像表示フラグの状態を判断し、画像表示フラグが設定されていたならばクイックレビュ
ー表示を行う（Ｓ１３３）。この場合は、撮影中も画像表示部 28が画像モニタとして常に
表示された状態であり、撮影直後のクイックレビュー表示も行われる。
【００７８】
画像表示フラグが解除されていたならば（Ｓ１３０）、システム制御回路５０の内部メモ
リ或いはメモリ５２に記憶されるクイックレビューフラグの状態を判断し（Ｓ１３１）、
クイックレビューフラグが設定されていたならば、画像表示部２８の画像表示をＯＮ状態
に設定し（Ｓ１３２）、クイックレビュー表示を行う（Ｓ１３３）。
【００７９】
画像表示フラグが解除され（Ｓ１３０）、クイックレビューフラグも解除されていたなら
ば（Ｓ１３１）、画像表示部２８がＯＦＦの状態のままＳ１３４に進む。この場合は、撮
影を行った後でも画像表示部２８は消えたままであり、クイックレビュー表示も行われな
い。これは、光学ファインダ１０４を用いて撮影を続ける場合のように、撮影直後の撮影
画像の確認が不要で、画像表示部２８の画像モニタ機能を使用せずに省電力を重視する使
用方法である。
【００８０】
システム制御回路５０は、画像データメモリ３０に書き込まれた撮影画像データを読み出
して、メモリ制御回路２２そして必要に応じて画像処理回路２０を用いて各種画像処理を
、また、画像ファイル生成部３２を用いて設定したモードに応じた画像圧縮処理を行った
後、記録媒体２００或いは２１０へ画像データの書き込みを行う記録処理を実行する（Ｓ
１３４）。この記録処理Ｓ１３４の詳細は図６を用いて後述する。
【００８１】
記録処理Ｓ１３４が終了した際に、シャッタスイッチＳＷ２が押された状態であったなら
ば（Ｓ１３５）、システム制御回路５０はシステム制御回路５０の内部メモリ或いはメモ
リ５２に記憶される連写フラグの状態を判断し（Ｓ１３６）、連写フラグが設定されてい
たならば、連続して撮影を行うためにＳ１２９に戻り、次の撮影を行う。
【００８２】
ＡＥＢ撮影などの１シーンのみを撮影する場合は、連写フラグ設定としてＳＷ２が押され
ている間はこの間を露出可変させループさせてもかまわない。連写フラグが設定されてい
ないならば（Ｓ１３６）、シャッタスイッチＳＷ２が放されるまで（Ｓ１３５）、現在の
処理を繰り返す。
【００８３】
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記録処理Ｓ１３４が終了した際にシャッタスイッチＳＷ２が放された状態であった、或い
は、シャッタスイッチＳＷ２を押し続けてクイックレビュー表示を継続して撮影画像の確
認を行った後にシャッタスイッチＳＷ２を放した状態であったならば（Ｓ１３５）、所定
のミニマムレビュー時間が経過した後にＳ１３８に進む（Ｓ１３７）。
【００８４】
なお、このミニマムレビュー時間は、固定値としても、使用者が任意に設定することが可
能としても、さらには所定の範囲内で使用者が任意に設定或いは選択することが可能とし
ても、いずれの方法で設定しても構わない。
【００８５】
システム制御回路５０は、画像表示フラグが設定されていたならば（Ｓ１３８）、画像表
示部２８の表示状態をスルー表示状態に設定して（Ｓ１３９）、Ｓ１４１に進む。この場
合、画像表示部２８でのクイックレビュー表示によって撮影画像を確認した後に、次の撮
影のために撮像した画像データを逐次表示するスルー表示状態にすることが出来る。
【００８６】
画像表示フラグが解除されていたならば（Ｓ１３８）、画像表示部２８の画像表示をＯＦ
Ｆ状態に設定して（Ｓ１４０）、Ｓ１４１に進む。シャッタスイッチＳＷ１が押された状
態であったならば（Ｓ１４１）、システム制御回路５０は、Ｓ１２５に戻って次の撮影に
備える。シャッタスイッチＳＷ１が放された状態であったならば（Ｓ１４１）、システム
制御回路５０は、一連の撮影動作を終えてＳ１０３に戻る。
【００８７】
図４は、図３のＳ１２２における測距・測光処理の詳細なフローチャートを示す。システ
ム制御回路５０は、撮像素子１４から電荷信号を読み出し、Ａ／Ｄ変換器１６を介して画
像処理回路２０に撮影画像データを逐次読み込む（Ｓ２０１）。この逐次読み込まれた画
像データを用いて、画像処理回路２０はＴＴＬ方式のＡＥ処理、ＥＦ処理、ＡＦ処理に用
いる所定の演算を行っている。
【００８８】
なお、ここでの各処理は、撮影した全画素数のうちの必要に応じた特定の部分を必要個所
分切り取って抽出し、演算に用いている。これにより、ＴＴＬ方式のＡＥ、ＥＦ、ＡＷＢ
、ＡＦの各処理において、中央重点モード、平均モード、評価モードの各モード等の異な
るモード毎に最適な演算を行うことが可能となる。
【００８９】
画像処理回路２０での演算結果を用いて、システム制御回路５０は露出（ＡＥ）が適正と
判断されるまで（Ｓ２０２）、露光制御手段４０を用いてＡＥ制御を行う（Ｓ２０３）。
ＡＥ制御で得られた測定データを用いて、システム制御回路５０はフラッシュが必要か否
かを判断し（Ｓ２０４）、フラッシュが必要ならばフラッシュフラグをセットし、フラッ
シュ４８を充電する（Ｓ２０５）。
【００９０】
露出（ＡＥ）が適正と判断したならば（Ｓ２０２）、測定データ及び或いは設定パラメー
タをシステム制御回路５０の内部メモリ或いはメモリ５２に記憶する。画像処理回路２０
での演算結果及びＡＥ制御で得られた測定データを用いて、システム制御回路５０はホワ
イトバランス（ＡＷＢ）が適正と判断されるまで（Ｓ２０６）、画像処理回路２０を用い
て色処理のパラメータを調節してＡＷＢ制御を行う（Ｓ２０７）。
【００９１】
ホワイトバランス（ＡＷＢ）が適正と判断したならば（Ｓ２０６）、測定データ及び或い
は設定パラメータをシステム制御回路５０の内部メモリ或いはメモリ５２に記憶する。Ａ
Ｅ制御及びＡＷＢ制御で得られた測定データを用いて、システム制御回路５０は測距（Ａ
Ｆ）が合焦と判断されるまで（Ｓ２０８）、測距制御手段４２を用いてＡＦ制御を行う（
Ｓ２０９）。
【００９２】
システム制御回路５０にて、複数の測距点から任意に測距ポイントを選択されていれば応
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じてＡＦ制御を行い、任意に測距ポイントを選択されていなければ複数の測距ポイントか
ら自動的に選択される。測距（ＡＦ）が合焦と判断したならば（Ｓ２０８）、測定データ
及び或いは設定パラメータをシステム制御回路５０の内部メモリ或いはメモリ５２に記憶
し、測距・測光処理ルーチンＳ１２２を終了する。
【００９３】
図５は、図３のＳ１２９における撮影処理の詳細なフローチャートを示す。システム制御
回路５０は、システム制御回路５０の内部メモリ或いはメモリ５２に記憶される測光デー
タに従い、露光制御手段４０によって、絞り機能を有するシャッタ１２を絞り値に応じて
開放して撮像素子１４を露光する（Ｓ３０１、Ｓ３０２）。
【００９４】
フラッシュフラグによりフラッシュ４８が必要か否かを判断し（Ｓ３０３）、必要な場合
はフラッシュを発光させる（Ｓ３０４）。システム制御回路 50は、測光データに従って撮
像素子１４の露光終了を待ち（Ｓ３０５）、シャッタ１２を閉じて（Ｓ３０６）、撮像素
子１４から電荷信号を読み出し、Ａ／Ｄ変換器１６、画像処理回路２０、メモリ制御回路
２２を介して、或いはＡ／Ｄ変換器１６から直接メモリ制御回路２２を介して、画像デー
タメモリ３０に撮影画像のデータを書き込む（Ｓ３０７）。
【００９５】
設定された撮影モードに応じて、フレーム処理を行う必要があるならば（Ｓ３０８）、シ
ステム制御回路５０は、メモリ制御回路２２そして必要に応じて画像処理回路２０を用い
て、画像データメモリ３０に書き込まれた画像データを読み出して垂直加算処理や（Ｓ３
０９）、色処理（Ｓ３１０）を順次行った後、画像データメモリ３０に処理を終えた画像
データを書き込む。
【００９６】
システム制御回路５０は、画像データメモリ３０から画像データを読み出し、メモリ制御
回路２２を介して画像表示メモリ２４に表示画像データの転送を行う（Ｓ３１１）。一連
の処理を終えたならば、撮影処理ルーチンＳ１２９を終了する。
【００９７】
図６は、図３のＳ１３４における記録処理の詳細なフローチャートを示す。システム制御
回路５０は、メモリ制御回路２２そして必要に応じて画像処理回路２０を用いて、画像デ
ータメモリ３０に書き込まれた撮影画像データを読み出して撮像素子の縦横画素比率を１
：１に補間する画素正方化処理を行った後（Ｓ４０１）、画像データメモリ３０に処理を
終えた画像データを書き込む。
【００９８】
そして、画像データメモリ３０に書き込まれた画像データを読み出して、設定したモード
に応じた画像圧縮処理を画像ファイル生成部３２によって行った後（Ｓ４０２）、インタ
フェース９０或いは９４、コネクタ９２或いは９６を介して、メモリカードやコンパクト
フラッシュ（Ｒ）カード等の記録媒体２００或いは２１０へ圧縮した画像データの書き込
みを行う（Ｓ４０３）。記録媒体への書き込みが終わったならば、記録処理ルーチンＳ１
３４を終了する。
【００９９】
　図７は、画像表示装置２８に表示される領域の一例を示す。図７（ａ）の塗部Ａはモニ
タパネルに表示される画像領域を示し、得られた画像データから画像ファイル生成部３２
にて表示サイズ（モニタの表示ドット数）に合わせた最大の画像データを画像データメモ
リ３０から読み込んで再生されている。前記したように撮像された画像データは、各メモ
リから読み出すことでシステム制御回路５０にていつでも画像モニタにて表示可能となっ
ているので、図７（ｂ）のように再生画像データの領域を分割して再生することも可能で
ある。
【０１００】
図７（ｂ）では、一つの画像を９分割した例を示し、それぞれＡ１からＡ９までのエリア
データを抽出できるようになっている。ここで、Ａ５のエリアデータ（画像データ）を中
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心領域の画像とする。
【０１０１】
図８は、モードダイアル６０にて撮影モード以外のモードに設定された、画像確認シーケ
ンスのフローチャートを示す。画像確認の受け付け状態の監視として、画像表示スイッチ
がＯＮかＯＦＦかの判別を行い（Ｓ５０１）、ＯＮされればＳ５０２に進み、ＯＦＦの場
合は待機状態となる。撮影後の確認スイッチが押されたことで、記録された画像データを
読み出し（Ｓ５０２）、表示モニタサイズに適した所定のインデックス画像の表示を行う
（Ｓ５０３）。
【０１０２】
図９にインデックス画像表示の一例を示す。画像表示部２８のモニタに、Ｐ１からＰ９ま
での撮影済み画像をモニタパネルに９分割してサムネイル表示している。操作部７０に含
まれる画像選択スイッチ（再生画像選択ボタン）にて、インデックス画像の中から一つの
画像が選択されると（Ｓ５０４）、Ｓ５０５に進み、選択画像はＡＥＢモードにて撮影さ
れた画像であるかの判別をメモリとの照合にて行う。
【０１０３】
Ｓ５０４にて、画像選択スイッチが押されない状態では待機状態となり、また、Ｓ５０５
にて、選択された画像がＡＥＢモードにて撮影された画像でなければ、Ｓ５０３に戻りそ
のままインデックス画像を表示したまま待機状態となる。Ｓ５０５にてＡＥＢモードの画
像が選択されたら、ＡＥＢモードにて撮影された複数の画像データをメモリから読み出し
（Ｓ５０６）、中心領域のみ示す画像データを抽出し、モニタパネルの表示ドットに合わ
せた画像データに加工する演算処理を行う（Ｓ５０７）。
【０１０４】
この場合モニタ内に画像だけでなく、その他の情報を同時表示させる場合は、表示部分の
面積に合わせた画像演算処理を行った上で、中心領域Ａ５画像に相当する画像を並べ替え
て表示し（Ｓ５０８）、モニタ内にＡＥＢ画像の露出データや画像ナンバーなどの情報を
表示し（Ｓ５０９）、確認画像のシーケンスを終了する。
【０１０５】
図１０は、確認画像シーケンスにおける中心領域抽出時の一例を示した図である。図１０
（ａ）は９分割インデックス画像表示であり、例えば、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３がそれぞれＡＥ
Ｂ撮影された画像であるとき、図中Ｃ１からＣ３はＰ１からＰ３までの画像の中心領域を
示している。
【０１０６】
図１０（ｂ）はＡＥＢ確認画像表示例であり、Ｐ１～Ｐ３のＡＥＢ画像のみを抽出した後
、中心領域であるＰ１～Ｐ３のＡ５画像のみをそれぞれ表示している。画面領域内の空白
部は、状態や画像データ、ＡＥＢ撮影データなどの情報表示を行う。
【０１０７】
図１１に確認画像シーケンスにおける中心領域抽出時のイメージ図を示す。図１１（ａ）
は元画像となるモニタ表示面積に合わせた画像データにて表示された画像であり、中央部
に人物被写体がいる場合を想定している。
【０１０８】
図中点線部が前記Ａ５領域となり、顔の中心部の画像データを抽出する。図１１（ｂ）は
３枚のＡＥＢ画像を表示しており、それぞれ、ＡＥＢ撮影にて適正と判断された露出で撮
影された画像（±０）、１段オーバーにＡＥＢ設定された露出で撮影された画像（＋１Ｆ
）、１段アンダーにＡＥＢ設定された露出で撮影された画像（－１Ｆ）、と表示している
。
【０１０９】
従来例である図１９（ｂ）と比べてもその見易さは格段に向上し、従来のように画像全体
を表示するための間引かれた画像データを使ってはいないので、中心領域の細部まで画像
再生でき、露出比較するうえでは同一シーンの画像比較が格段に見やすくなる。
【０１１０】
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次に、本発明の第２の実施形態を第１の実施形態で示した構成に基づいて説明する。図１
２は、モードダイアル６０にて撮影モード以外のモードに設定された、画像確認シーケン
スのフローチャートを示す。
【０１１１】
画像確認の受け付け状態の監視として、画像表示スイッチがＯＮかＯＦＦかの判別を行い
（Ｓ６０１）、ＯＮされればＳ６０２に進み、ＯＦＦの場合は待機状態となる。撮影後の
確認スイッチが押されたことで、記録された画像データを読み出し（Ｓ６０２）、表示モ
ニタサイズに適した所定のインデックス画像の表示を行う（Ｓ６０３）。
【０１１２】
操作部７０に含まれる画像選択スイッチ（再生画像選択ボタン）にて、インデックス画像
の中から一つの画像が選択されると（Ｓ６０４）、Ｓ６０５に進み、選択画像はＡＥＢモ
ードにて撮影された画像であるかの判別をメモリとの照合にて行う。
【０１１３】
Ｓ６０４にて、画像選択スイッチが押されない状態では待機状態となり、また、Ｓ６０５
にて、選択された画像がＡＥＢモードにて撮影された画像でなければ、Ｓ６０３に戻りそ
のままインデックス画像を表示したまま待機状態となる。Ｓ６０５にてＡＥＢモードの画
像が選択されたら、ＡＥＢモードにて撮影された複数の画像データをメモリから読み出し
（Ｓ６０６）、中心部周辺の画像データを抽出し、モニタパネルの表示ドットに合わせた
画像データに加工する演算処理を行う（Ｓ６０７）。
【０１１４】
この場合モニタ内に画像だけでなく、その他の情報を同時表示させる場合は、表示部分の
面積に合わせた画像演算処理を行った上で、中心部周辺画像に相当する画像を並べ替えて
表示し（Ｓ６０８）、モニタ内にＡＥＢ画像の露出データや画像ナンバーなどの情報を表
示し（Ｓ６０９）、確認画像のシーケンスを終了する。
【０１１５】
図１３は、確認画像シーケンスにおける縦方向中心部画像抽出時の一例を示した図である
。図１３（ａ）は９分割インデックス画像表示であり、例えば、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３がそれ
ぞれＡＥＢ撮影された画像であるとき、図中Ｃ１からＣ３はＰ１からＰ３までの画像の縦
方向中心部を示している。
【０１１６】
図１３（ｂ）はＡＥＢ確認画像表示例であり、Ｐ１～Ｐ３のＡＥＢ画像のみを抽出した後
、元画像の１／３領域を占めるそれぞれの縦方向中心部のみ（Ａ２、Ａ５、Ａ８領域）を
画像生成して表示している。画面領域内の空白部は、状態や画像データ、ＡＥＢ撮影デー
タなどの情報表示を行う。
【０１１７】
図１４に確認画像シーケンスにおける縦方向中心部抽出時のイメージ図を示す。図１４（
ａ）は元画像となるモニタ表示面積に合わせた画像データにて表示された画像であり、中
央部に人物被写体がいる場合を想定している。図中点線部が前記Ａ２、Ａ５、Ａ８領域と
なり、元画像の１／３領域を占める中心部の画像データを抽出する。
【０１１８】
図１４（ｂ）は３枚のＡＥＢ画像を表示しており、それぞれ、ＡＥＢ撮影にて適正と判断
された露出で撮影された画像（±０）、１段オーバーにＡＥＢ設定された露出で撮影され
た画像（＋１Ｆ）、１段アンダーにＡＥＢ設定された露出で撮影された画像（－１Ｆ）、
と表示している。
【０１１９】
図のように縦方向に元画像を重ねることで中心部のみ大きく表示され、同一シーンの画像
比較が格段に見やすくなり、表示パネル面積を有効に使用できる。
【０１２０】
本発明の第２の実施形態における変形例として、図１５に確認画像シーケンスにおける横
方向部分画像抽出時の一例図を示す。図１５（ａ）は９分割インデックス画像表示であり
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、例えば、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３がそれぞれＡＥＢ撮影された画像であるとき、図中Ｃ１から
Ｃ３はＰ１からＰ３までの画像の横方向部分を示している。
【０１２１】
図１５（ｂ）はＡＥＢ確認画像表示例であり、Ｐ１～Ｐ３のＡＥＢ画像のみを抽出した後
、元画像の１／３領域を占めるそれぞれの横方向部のみ（Ａ１、Ａ２、Ａ３領域）を画像
生成して表示している。画面領域内の空白部は、状態や画像データ、ＡＥＢ撮影データな
どの情報表示を行う。
【０１２２】
図１６に確認画像シーケンスにおける横方向部分抽出時のイメージ図を示す。図１６（ａ
）は元画像となるモニタ表示面積に合わせた画像データにて表示された画像であり、風景
を撮影した場合を想定している。図中点線部が前記Ａ１、Ａ２、Ａ３領域となり、元画像
の１／３領域を占める横方向部分の画像データを抽出する。
【０１２３】
図１６（ｂ）は３枚のＡＥＢ画像を表示しており、それぞれ、ＡＥＢ撮影にて適正と判断
された露出で撮影された画像（±０）、１段オーバーにＡＥＢ設定された露出で撮影され
た画像（＋１Ｆ）、１段アンダーにＡＥＢ設定された露出で撮影された画像（－１Ｆ）、
と表示している。図のように横方向に元画像を重ねることで画像の一部のみ大きく表示さ
れ、同一シーンの画像比較が格段に見やすくなり、表示パネル面積を有効に使用できる。
【０１２４】
次に、本発明の第３の実施形態を第１の実施形態で示した構成に基づいて説明する。図１
７は、モードダイアル６０にて撮影モード以外のモードに設定された、画像確認シーケン
スのフローチャートを示す。
【０１２５】
画像確認の受け付け状態の監視として、画像表示スイッチがＯＮかＯＦＦかの判別を行い
（Ｓ７０１）、ＯＮされればＳ７０２に進み、ＯＦＦの場合は待機状態となる。撮影後の
確認スイッチが押されたことで、記録された画像データを読み出し（Ｓ７０２）、表示モ
ニタサイズに適した所定のインデックス画像の表示を行う（Ｓ７０３）。
【０１２６】
操作部７０に含まれる画像選択スイッチ（再生画像選択ボタン）にて、インデックス画像
の中から一つの画像が選択されると（Ｓ７０４）、Ｓ７０５に進み、選択画像は連続する
シリーズシーンにて撮影された画像であるかのモード判別をメモリとの照合にて行う。
【０１２７】
これは、ＡＥＢ撮影モードや多重撮影モードなどの同一シーンの撮影を行ったかの判別で
あり、撮影時に設定されるスイッチもしくはモードフラグを記憶したり、情報データと照
合したりすることで容易に判別可能である。
【０１２８】
Ｓ７０４にて、画像選択スイッチが押されない状態では待機状態となり、また、Ｓ７０５
にて、選択された画像がシリーズシーンにて撮影された画像でなければ、Ｓ７０３に戻り
そのままインデックス画像を表示したまま待機状態となる。
【０１２９】
Ｓ７０５にてシリーズシーンの画像が選択されたら、シリーズシーンにて撮影された枚数
をカウントし（Ｓ７０６）、複数の画像データをメモリから読み出し（Ｓ７０７）、画像
データを抽出し、モニタパネルの表示ドットに合わせた画像データに加工する演算処理を
行う（Ｓ７０８）。
【０１３０】
この場合モニタ内に画像だけでなく、その他の情報を同時表示させる場合は、表示部分の
面積に合わせた画像演算処理を行い、さらにシリーズシーンの撮影枚数を加味して画像加
工演算する。シリーズシーンにて表示する画像を並べ替えて表示し（Ｓ７０９）、モニタ
内にシリーズシーン画像の露出データや画像ナンバーなどの情報を表示し（Ｓ７１０）、
確認画像のシーケンスを終了する。
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【０１３１】
図１８は、確認画像シーケンスにおけるシリーズシーン画像抽出時の一例を示した図であ
る。図１８（ａ）は９分割インデックス画像表示であり、例えば、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ
４、Ｐ５、Ｐ６がそれぞれシリーズシーン画像（比較元画像）であるとき、図中Ｃ１から
Ｃ６はＰ１からＰ６までの画像の縦方向部分を示している。
【０１３２】
図１８（ｂ）はシリーズシーン画像確認表示例であり、Ｐ１～Ｐ６のシリーズシーン画像
のみを抽出した後、元画像の１／ｎ領域（ｎ＝シリーズシーン枚数）を占める画像データ
部分のみを表示している。本図ではシリーズシーンがＰ１からＰ６の６枚なので、元画像
の１／６領域を表示している。
【０１３３】
画面領域内の空白部は、状態や画像データ、シリーズシーン撮影データなどの情報表示を
行う。図のように比較する画像枚数を検出し、比較画像の１枚毎の表示面積を対応して表
示させるので、元画像の一部分のみが大きく表示され、並べて見る露出確認としての画像
比較が格段に見やすくなり、表示パネル面積を有効に使用できる。
【０１３４】
なお、以上の実施形態では、モニタ機能を持ったカメラについて説明したものであるが、
露出比較を行うマルチ画像構成については、撮像データのファイルを読み込み再生表示す
る画像表示装置にも適用できる。
【０１３５】
以上の実施形態によれば、第１に、同時表示させる複数の比較画像は、モニタに表示され
る最大の画像データから部分的に抽出した画像データを並べ替えて生成して表示させるの
で、画像データを圧縮する際のデータ間引きをしていない画像での比較ができ、部分的な
露出比較に適している。
【０１３６】
第２に、同時表示させる複数の比較画像の表示サイズは、モニタに表示される最大の画像
データから部分的に抽出した画像データを表示サイズに合わせて並べ替えて生成して表示
させるので、見易い比較画像を表示できる。
【０１３７】
第３に、比較する確認画像の枚数をモニタの表示サイズに対応させ自動設定されるので、
並べて露出比較する場合のモニタサイズに適応した画像表示装置を実現するとこができる
。
【０１３８】
また、本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコ
ードを記録した記憶媒体を、システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコ
ンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読み出
し実行することによっても、達成されることは言うまでもない。
【０１３９】
この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を
実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成すること
になる。
【０１４０】
プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フレキシブルディスク、
ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、
不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ等を用いることが出来る。
【０１４１】
また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施
形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュー
タ上で稼動しているＯＳ (オペレーティングシステム )などが実際の処理の一部又は全部を
行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言う
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までもない。
【０１４２】
さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込まれた後
、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わ
るＣＰＵ等が実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって前述した実施形態の機
能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０１４３】
【発明の効果】
　本発明によれば、元画像の特定領域のみが大きく表示され、並べて見る露出確認として
の画像比較が格段に見やすくなり、表示手段面積を有効に使用できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態における画像表示装置の構成を示したブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態における撮影前シーケンスを示したフローチャートである。
【図３】本発明の一実施形態における撮影時の画像表示動作を示したフローチャートであ
る。
【図４】本発明の一実施形態における測距・測光の処理動作を示したフローチャートであ
る。
【図５】本発明の一実施形態における撮影の処理動作を示したフローチャートである。
【図６】本発明の一実施形態における画像記録の処理動作を示したフローチャートである
。
【図７】画像モニタパネルの一例を示した図である。
【図８】本発明の第１の実施形態における画像確認時の処理の流れを示したフローチャー
トである。
【図９】インデックス表示例を示した図である。
【図１０】本発明の第１の実施形態における画像確認の一例を示した図である。
【図１１】本発明の第１の実施形態による確認画像シーケンスにおける中心領域抽出時の
イメージ図である。
【図１２】本発明の第２の実施形態における画像確認時の処理の流れを示したフローチャ
ートである。
【図１３】本発明の第２の実施形態における画像確認時のモニタ表示例を示した図である
。
【図１４】本発明の第２の実施形態による確認画像シーケンスにおける縦方向中心部抽出
時のイメージ図である。
【図１５】本発明の第２の実施形態における画像確認時のモニタ表示例を示した図である
。
【図１６】本発明の第２の実施形態の変形例による横方向部分抽出時のイメージ図である
。
【図１７】本発明の第３の実施形態における画像確認時の処理の流れを示したフローチャ
ートである。
【図１８】本発明の第３の実施形態における画像確認時のモニタ表示例を示した図である
。
【図１９】従来例におけるＡＥＢモードにより撮影された確認画像のイメージ図である。
【符号の説明】
１４：撮像素子
２０：画像処理回路
２２：画像データメモリ制御部
２４：画像表示メモリ
２８：画像表示部
３０：画像データメモリ部
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３２：画像ファイル生成部
５０：システム制御部
６０：モードダイアル
６６：画像表示ＯＮ／ＯＦＦスイッチ部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】
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